
（別紙３）

～ 令和7年　3月　1日

（対象者数） 5 （回答者数） 3

～ 令和7年　3月　1日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動・イベントの中身を増やして子供たちに様々な経験をし

てもらう。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

送迎ルートの再検討や、効率的な時間配分を検討し、職員の

負担軽減と安全性向上を図る。

2

3

○事業所名 ワンスタット港晴

○保護者評価実施期間
令和6年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

令和6年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　3月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用者の増加に伴い、送迎時の職員の負担が増加している。 児童数が増え、送迎ルートや時間調整が難しくなってきている

ため、効率的な送迎方法を模索中。

毎日違う活動をしている。 定期的にイベントを開催。

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


